

教材No.002　一生懸命じゃいけないの？

【補足】記号について
	Ｎ……ナレーション　
	Ｍ……その人物のモノローグ（独白）　
	セリフの中にある括弧書き……心情や状況についての補足


登場人物と設定
· 美月（みづき）　中２女。学級委員長。正義感や倫理観が強い。不まじめな行動が許せない。
· 小花田（おはなだ）　中２男。副委員長。面倒は避けたい性格。美月とは同じ小学校出身だが、特に仲がよい訳ではなかった。
· クラスメイトたち　美月に強くしかられ反発する。セリフは女子１人、男子２人。
· 担任の先生　おだやかで、のんびりしたタイプの先生。


　１コマ目　新学期。学級委員決め。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

先生	えー、それでは、学級委員長に立候補する人はいますか？
美月	はーい！　私やりたいでーす！（素早く反応）

Ｍ小花田	俺は、小花田。このあいだ、学級委員を決める日があったんだ。学級委員長は美月さんが立候補してすぐ決まったんだけど、副委員長はあんまりやりたい人がいなくてさ。「同じ小学校だったしー」とか、何か適当な理由で、結局、おれがやることになっちゃったんだよね。俺、あんまり目立ちたくないんだけどなー。

　２コマ目　美月のあいさつ。楽観的な小花田。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

美月	みなさん、学級委員長になった美月です！　
一生懸命がんばります！　よろしくお願いします！
クラスメイトたち　おー（パチパチ）（拍手の音と小さな歓声）
Ｍ小花田	美月さん、はりきってるなあ……。まあ、なんでもやってくれそうだし、いろいろ任せておけばいっか。（深く考えてはない）

　３コマ目　やる気のあまり、あれこれと注意する美月。　　　　　　　

Ｍ小花田	と、思ってたんだけど、美月さんちょう張り切っちゃって……。

美月	ちょっとー！　そうじ中は、あ・そ・ば・な・い！
ちょっとー！　みんな、しっかりしてー！（大きな声で）

　４コマ目　ふざけるクラスメイトに爆発寸前の美月。　　　　　　　　

Ｍ小花田	なんだか心配だなあって思ってたらさ、このあいだの学級会の時に、ついに……。
クラスメイト	（数名がおしゃべり）
美月	（ギ、ギ、ギ……）（イライラで歯をくいしばるイメージ）

　５コマ目　美月、切れる。　　　　　　　　

美月	ちょっとー！　あんたたちー！　喋ってないで、話し合いに、さ・ん・か・し・てー！（最も大きな声で）

　６コマ目　その後の休み時間。クラスメイトの反抗。　　　　　　　　　　　　　　　　

クラス①男	おーい、さっきの美月のさ、まじでないよな。
クラス②男	ほんとに！　なんであんなに言われなきゃならないんだよ。
クラス③女	そんなに張り切ってるなら、もう何でも一人で決めたらいいじゃん。
クラス①男	そうだよ、もう無視無視。なー。（主に３人で話しているが、周囲にもそれとなく呼びかけるように）

　７コマ目　次の話し合い（担任不在）。話し合いが成立しなくなる。　　　　　　　　　　　　　　

	（美月の司会による話し合い中だが、みんなおしゃべりをするようになってしまう）

美月	みんなー、聞いてー、静かに……してー……。（話しながら、自信がなくなっていく）
Ｍ小花田	あれ……これは……もしかしたら、ものすごくまずい状況なのでは……？


　８コマ目　授業時間終了。教室を出る美月。小花田の葛藤。　　　　　　　　　　　　　　

	（ガラガラガラ）（ドアを開け締めする音）

美月	はー……。（ため息）
Ｍ小花田	え、え、え、どうしよう。美月さんをサポートしたら、おれも無視されちゃう？　でも、みんなで無視するって、絶対よくないよな？　逆に、美月さんに何か、言う？　うーん……どうしたらいいんだよー……。

終



